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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第２四半期
連結累計期間

第66期
第２四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日

自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日

自  平成22年10月１日
至  平成23年９月30日

売上高 (千円) 23,336,192 24,552,303 48,790,879

経常利益 (千円) 1,264,081 1,587,662 2,292,688

四半期(当期)純利益 (千円) 659,729 745,308 1,020,476

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 697,395 931,793 971,000

純資産額 (千円) 10,958,717 11,930,175 11,219,223

総資産額 (千円) 22,181,460 22,864,835 22,270,869

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 57.49 64.95 88.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 48.09 50.87 49.11

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 497,542 △320,597 1,444,007

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △39,384 △105,654 △79,155

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △568,080 △378,630 △1,095,802

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,943,676 1,520,629 2,297,682

　

回次
第65期
第２四半期
連結会計期間

第66期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日

自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 33.73 32.78

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」は潜在株式がないため記載しておりません。

４．第65期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれ

　ている事業の内容について、重要な変更はありません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関

　する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有

　価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

      当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災の復旧・復興需要により内需は比較　　

　　的堅調でしたが、欧州を中心とする海外景気の軟化や円高の定着などによる外需の低迷により期

　　間前半は足踏み状態となりました。平成24年に入ってからは、復興のための公共投資や政策効果

　　などへの期待感による内需牽引により、景気は徐々に足踏み状態から抜け出して緩やかながらも

　　回復基調となってきました。

　　　このような環境下、三洋貿易グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は24,552百万円と

　　前年同四半期連結累計期間に比べ1,216百万円（5.2％増）の増収となりました。利益面につきま

　　しては、営業利益は1,508百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ316百万円（26.5％増）の増

　　益、経常利益は1,587百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ323百万円（25.6％増）の増益と

　　なり、四半期純利益は745百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ85百万円（13.0％増）の増

    益となりました。

 

  　セグメントの業績は次の通りです。

　　①ゴム・化学品

　　　ゴム関連商品は、家電・情報機器関連業界向けの合成ゴムや副資材がやや低調に推移しまし

　　た。また円高やタイ洪水の影響により各種輸出も低調に終わりました。化学品関連商品では、フ　

　　ィルム輸出は好調でしたが、インキ関連向け添加剤、農薬・電子材料輸出は低調に推移しまし

　　た。

　　　この結果、売上高は11,846百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ478百万円（3.9％減）の

　　減収、営業利益は556百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ24百万円（4.3％減）の減益とな

　　りました。

 

　　②機械資材

　　　機械・資材関連商品は、主力の飼料・木質用ペレットミルが好調のほか、接着剤関連商品も好

　　調に推移しました。産業資材関連商品は内装用本革・シート用各種機能部品ともに好調でした。

　　科学機器関連商品では主力のエネルギー・バイオ・環境関連分野向けを始め各種分析機器が好調

　　に推移しました。

　　　この結果、売上高は4,755百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ998百万円（26.6％増）の

　　増収、営業利益は805百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ376百万円（87.8％増）の増益と

　　なりました。
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　③海外現地法人

　　　Sanyo Corporation of Americaは、工業用フィルムや自動車内装部品は堅調に推移しました

　　が、吸水性樹脂やゴム関連商品はやや低調に終わり、前年をやや下回りました。三洋物産貿易

　　（上海）有限公司は、自動車関連商品は好調でしたが、ゴム関連商品はやや低調に終わりまし

　　た。San-Thap International Co.,Ltd.は、洪水の影響を受け低調で前年を下回りました。

　　　この結果、売上高は4,459百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ545百万円（13.9％増）の

　　増収、営業利益は119百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ77百万円（39.5％減）の減益と

　　なりました。

 

　　④国内子会社

　　　コスモス商事㈱は、海洋船舶関連は堅調ながら石油・ガス関連が低調に終わり、前年を下回り

　　ました。㈱ケムインターは、主力の液晶・半導体関連の不調により前年を下回りました。アロマ

　　ン㈱は、タイ洪水による半導体部品の緊急調達需要急増により前年を大きく上回りました。

　　　この結果、売上高は3,377百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ154百万円（4.8％増）の

　　増収、営業利益は171百万円と前年同四半期連結累計期間に比べ23百万円（16.2％増）の増益と

　　なりました。

 

(2) 財政状態の分析　

　　　総資産は、売上債権及びたな卸資産の増加等により、22,864百万円となり、前連結会計年度末

　　に比べ593百万円増加しました。

　　　負債は、短期借入金の増加がありましたが、長期借入金の減少等により、10,934百万円とな

　　り、前連結会計年度末に比べ116百万円減少しました。

　　　純資産は、利益剰余金の増加等により、11,930百万円となり、前連結会計年度末に比べ710百

　　万円増加しました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

　　　　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動、投資活動及び財務活

　　　動による減少により1,520百万円となり、前連結会計年度末より777百万円の減少となりまし

　　　た。

 

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、320百万円（前年同四半

　　　期連結累計期間比818百万円減少）となりました。これは税金等調整前四半期純利益の計上及

　　　び仕入債務の増加があったものの、売上債権の増加、前受金の減少及び法人税等の支払があっ

　　　たこと等によるものです。

 

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、105百万円（前年同四半

　　　期連結累計期間比66百万円減少）となりました。これは有形固定資産、無形固定資産及び関係

　　　会社株式の取得による支出があったこと等によるものです。

 

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、378百万円（前年同四半

　　　期連結累計期間比189百万円増加）となりました。これは借入による収入を返済が上回ったこ

　　　と及び配当金の支払があったこと等によるものです。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重　

　　要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

　　　研究開発費の金額は僅少のため、内容についての記載は省略しております。

　

(6) 主要な設備

　　　当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画は次の

　　とおりであります。

　　 　重要な設備の新設等

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容

投資予定額

着手年月完了予定
　総額
 (千円)

既支払額
 (千円）

提出会社
伊勢原工場
(神奈川県伊勢原
市)

その他 工場  500,000 　9,000
平成24
年10月

平成25
年３月

　　　※　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

　　 　重要な設備の除却等

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容
四半期末　　　帳
簿価額
（千円）

除却等の予定年月

提出会社
厚木工場
（神奈川県厚木
市）

その他 工場 87,553 平成25年４月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年５月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,774,854同左 該当はありません。

１単元の株式数は、100株であ
ります。
完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。

計 12,774,854同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年３月31日 ― 12,774,854 ― 638,742 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東亞合成㈱ 東京都港区西新橋１－14－１ 748 5.86

㈱損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１－26－１ 641 5.02

玉　木　　廸 神戸市須磨区 568 4.45

㈱三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 568 4.45

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 568 4.45

中央三井信託銀行㈱ 東京都港区芝３－33－１ 568 4.44

東銀リース㈱ 東京都中央区日本橋本町１－９－13 564 4.41

三井住友海上火災保険㈱ 東京都中央区新川２－27－２ 530 4.15

明治安田生命保険(相) 東京都千代田区丸の内２－１－１ 337 2.64

三井倉庫㈱ 東京都港区海岸３－22－23 264 2.07

計 ― 5,362 41.97

(注)  上記のほか当社所有の自己株式1,300千株があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,300,000
―

権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,465,600
114,656 同上

単元未満株式
普通株式

9,254
― 同上

発行済株式総数 12,774,854 ― ―

総株主の議決権 ― 114,656 ―

(注)  単元未満株式の欄の普通株式には、当社所有の自己株式63株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
三洋貿易㈱

千代田区神田錦町２－11 1,300,000 ― 1,300,00010.17

計 ― 1,300,000 ― 1,300,00010.17

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年１月１日

から平成24年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年３月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,314,838 1,537,789

受取手形及び売掛金 10,776,479 ※3
 11,987,363

商品及び製品 4,066,212 4,131,787

仕掛品 5,527 1,915

原材料及び貯蔵品 695 1,661

その他 473,230 596,519

貸倒引当金 △22,415 △16,812

流動資産合計 17,614,567 18,240,224

固定資産

有形固定資産 2,001,155 1,948,285

無形固定資産

のれん 235,927 189,012

その他 81,700 110,434

無形固定資産合計 317,628 299,447

投資その他の資産

投資有価証券 1,470,584 1,593,630

その他 896,323 827,047

貸倒引当金 △29,390 △43,800

投資その他の資産合計 2,337,518 2,376,877

固定資産合計 4,656,301 4,624,611

資産合計 22,270,869 22,864,835

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,073,578 ※3
 6,228,195

短期借入金 354,731 1,099,105

1年内返済予定の長期借入金 1,486,650 1,092,190

未払法人税等 552,882 688,328

引当金 62,887 12,336

その他 775,981 614,676

流動負債合計 9,306,711 9,734,832

固定負債

長期借入金 710,000 230,000

退職給付引当金 505,688 510,591

役員退職慰労引当金 236,561 80,423

その他 292,683 378,811

固定負債合計 1,744,934 1,199,827

負債合計 11,051,645 10,934,660
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 638,742 638,742

利益剰余金 11,006,887 11,545,649

自己株式 △492,619 △492,619

株主資本合計 11,153,010 11,691,772

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 80,679 166,773

為替換算調整勘定 △297,406 △226,946

その他の包括利益累計額合計 △216,727 △60,172

少数株主持分 282,940 298,575

純資産合計 11,219,223 11,930,175

負債純資産合計 22,270,869 22,864,835

EDINET提出書類

三洋貿易株式会社(E02548)

四半期報告書

11/22



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

売上高 23,336,192 24,552,303

売上原価 19,809,498 20,540,324

売上総利益 3,526,694 4,011,979

販売費及び一般管理費 ※
 2,334,342

※
 2,503,443

営業利益 1,192,351 1,508,535

営業外収益

受取利息 1,330 2,478

受取配当金 16,499 16,625

為替差益 58,743 77,002

その他 39,874 30,335

営業外収益合計 116,448 126,441

営業外費用

支払利息 28,161 23,207

その他 16,556 24,107

営業外費用合計 44,718 47,315

経常利益 1,264,081 1,587,662

特別利益

投資有価証券売却益 － 11,375

関係会社株式売却益 － 8,000

貸倒引当金戻入額 11,640 －

特別利益合計 11,640 19,375

特別損失

役員退職功労加算金 － 10,380

投資有価証券評価損 － 8,619

出資金評価損 － 75,277

ゴルフ会員権評価損 － 18,630

災害による損失 － 10,129

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11,000 －

特別損失合計 11,000 123,037

税金等調整前四半期純利益 1,264,721 1,483,999

法人税等 570,784 720,619

少数株主損益調整前四半期純利益 693,937 763,380

少数株主利益 34,208 18,072

四半期純利益 659,729 745,308
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 693,937 763,380

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 53,734 86,070

為替換算調整勘定 △50,276 82,342

その他の包括利益合計 3,457 168,413

四半期包括利益 697,395 931,793

親会社株主に係る四半期包括利益 664,282 901,862

少数株主に係る四半期包括利益 33,112 29,931
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,264,721 1,483,999

減価償却費 112,004 110,101

のれん償却額 66,065 47,438

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,640 7,907

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,871 4,902

受取利息及び受取配当金 △17,830 △19,103

支払利息 28,161 23,207

為替差損益（△は益） 6,965 △22,553

投資有価証券売却損益（△は益） － △11,375

投資有価証券評価損益（△は益） － 8,619

出資金評価損 － 75,277

会員権評価損 － 18,630

売上債権の増減額（△は増加） △209,242 △1,106,827

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,074 △17,447

仕入債務の増減額（△は減少） △152,249 89,122

前受金の増減額（△は減少） 26,546 △145,415

その他 △131,841 △277,621

小計 957,714 268,865

利息及び配当金の受取額 17,455 18,504

利息の支払額 △29,335 △24,830

法人税等の支払額 △448,291 △583,138

営業活動によるキャッシュ・フロー 497,542 △320,597

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △15,355 △17,160

定期預金の払戻による収入 15,345 17,155

有形固定資産の取得による支出 △9,294 △35,830

無形固定資産の取得による支出 △1,645 △49,105

投資有価証券の取得による支出 △15,527 △7,446

投資有価証券の売却による収入 － 33,498

関係会社株式の取得による支出 － △26,529

その他 △12,907 △20,237

投資活動によるキャッシュ・フロー △39,384 △105,654

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △94,788 731,606

長期借入れによる収入 200,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △480,000 △930,000

配当金の支払額 △160,650 △206,546

その他 △32,641 △23,690

財務活動によるキャッシュ・フロー △568,080 △378,630
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △25,609 27,829

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △135,532 △777,053

現金及び現金同等物の期首残高 2,079,209 2,297,682

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,943,676

※
 1,520,629
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

 税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

１．会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

２．役員退職慰労引当金

　当社では役員の退職慰労金の支給に充てるため、役員退職慰労金規程に基づく要支給額を役員退職慰労引当金に

計上しておりましたが、平成23年12月20日開催の定時株主総会において役員退職慰労金の打切り支給議案が承認

可決されました。これにより、役員退職慰労引当金を全額取り崩すとともに、功労加算金部分を合算して89,480千

円を固定負債の「その他」に計上しております。

　なお、当該功労加算金部分は10,380千円であり、特別損失の「役員退職功労加算金」に計上しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

　１　保証債務

　　　下記の銀行借入金等に対し、保証を行っており

　　ます。

　 従業員 2,768千円

　

三洋東知(上海)橡?有限公司

Sanyo Trading(Viet Nam)Co.,Ltd.

95,788千円

12,012千円

　 合計 110,568千円

　２　輸出手形割引高　　　　　　　 　 　37,943千円

　３　　　　　　―――――――――

　１　保証債務

　　　下記の銀行借入金等に対し、保証を行っており

　　ます。

　 従業員 3,220千円

　

三洋東知(上海)橡?有限公司

Sanyo Trading(Viet Nam)Co.,Ltd.

137,965千円

12,869千円

　 合計 154,054千円

　２　　　　　　―――――――――

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

　　ついては、手形交換日をもって決済処理しており

　　ます。

　　　なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機

　　関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

　　末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含

　　まれております。

　　受取手形                           257,838千円

　　支払手形　　　　　　　　　　　　　　34,913千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　 　

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
　　至　平成24年３月31日）

　

報酬及び給与

退職給付費用

貸倒引当金繰入額

賞与引当金繰入額

役員退職慰労引当金繰入額

885,664千円

36,165千円

－千円

5,652千円

11,260千円

978,068千円

41,029千円

7,907千円

6,522千円

4,932千円

　 　 　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

　　　関係は、次のとおりであります。

　

　 　

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
　　至　平成24年３月31日）

　 現金及び預金 1,960,832千円 1,537,789千円

　 預入期間が３か月を超える定期預金 △17,155千円 △17,160千円
　

　 現金及び現金同等物 1,943,676千円 1,520,629千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月22日
定時株主総会

普通株式 160,650 14.00平成22年９月30日 平成22年12月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月20日
定時株主総会

普通株式 206,546 18.00平成23年９月30日 平成23年12月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結 
損益計算書
計上額
（注）３

ゴム・
化学品

機械
資材

海外
現地法人

国内
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　外部顧客への

　売上高
12,325,2133,757,2303,914,0293,223,56823,220,042116,14923,336,192 ― 23,336,192

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

853,754126,868473,36136,6041,490,5894,6801,495,269△1,495,269 ―

計 13,178,9683,884,0994,387,3913,260,17324,710,632120,82924,831,462△1,495,26923,336,192

セグメント
利益

580,877429,120197,400147,8031,355,20171,5041,426,705△234,3541,192,351

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等

          を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△234,354千円には、のれん償却額△66,682千円、各報告セグメン

　　　　　トに配分していない販売費及び一般管理費△162,175千円が含まれております。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結 
損益計算書
計上額
（注）３

ゴム・
化学品

機械
資材

海外
現地法人

国内
子会社

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　
　

　外部顧客への

　売上高
11,846,2864,755,4894,459,1083,377,72024,438,604113,69924,552,303 ― 24,552,303

　セグメント間

　の内部売上高

　又は振替高

830,02298,731430,99834,8181,394,5704,6801,399,250△1,399,250 ―

計 12,676,3084,854,2214,890,1063,412,53825,833,174118,37925,951,554△1,399,25024,552,303

セグメント
利益

556,143805,995119,458171,6761,653,27370,3861,723,659△215,1231,508,535

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等

          を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△215,123千円には、のれん償却額△49,470千円、各報告セグメン

　　　　　トに配分していない販売費及び一般管理費△206,460千円が含まれております。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日)

　　１株当たり四半期純利益金額 57.49円 64.95円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 659,729 745,308

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 659,729 745,308

    普通株式の期中平均株式数(千株) 11,475 11,474

　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

　　　　ておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年５月11日

三洋貿易株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    長　　田　　清　　忠    ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊    藤    恭    治    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三洋
貿易株式会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成24年１月１日から平成24年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年３
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三洋貿易株式会社及び連結子会社の平成24年
３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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